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第1章 概要

1 VBUnitとは

1.1 テスティング・フレームワーク

現在、脚光を浴びているライトウェイトの開発手法であるXPでは、開発者が継続的にユニット・テストを行うことが実践項目として挙げられている。その継続的なテストを効率的に行う為に開発されたフレームワークがテスティング・フレームワークである。このテスティングフレームワークは、最初にXP提唱者の一人であるKent Beck によってSmalltalk版が開発された。後にJAVA版（JUnit
）が、Kent Beckとパターンの世界で非常に有名なErich Gammaによって開発されて、フリーソフトとして提供されている。テスティングフレームワークは、自動テストを行うためのフレームワークである。このフレームワークは、自動テストを開発言語と同じ言語で記述することが特徴的である。このJUnitをVB用に移植したものがVBUnitである。

1.2 テスティング・フレームワークの基本構造

テスティング・フレームワークの基本構造は以下の様になっている。
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1.3 VBUnitとは

VBUnitとは、VBで作成されたクラスやCOMコンポーネントを自動テストする為のフレームワークである。テストは、VBでのみ記述することができるが、VB以外の言語で開発されたCOMコンポーネントのテストを行うことも可能である。テスト用プログラムの開発は非常に簡単である。

本ドキュメントは、Bodo Maass氏が開発したVBUnit2に付いて記述したものです。
VBUnitを利用した開発手順

VBUnitを利用してクラスを開発する場合の効率的な作業手順は以下のとおり。

1 クラスのインターフェイスを決定する

開発を行いたいクラスのインターフェイス（Publicのメソッドとプロパティ）を決定する。

2 クラスのインターフェイスを実装する

VBのプロジェクトを作成し、インターフェイス部分だけを実装する。実際の処理は作成しない。

3 テスト方法を考える

テスト方法とは、テストを行うためのメソッドの呼出しやパラメータの設定/取得と想定される結果値である。

4 テストを実装する　その1

VBのプロジェクトを作成し、テストを行うクラスを実装する。テストは、想定した結果値と実際の処理を行った結果値を比較するものとなる。比較は、IAssertを利用して行う。

5 テストを実装する　その2

VBのプロジェクトを作成し、テストを実行するプログラムを作成する。

6 テストの失敗を確認する

テストを実行し、失敗することを確認する。クラスは、インターフェイス部分だけを実装しているので、テストは失敗するはずである。

7 クラスの実装を行う

クラスの実装を行い、テストを実行する。テストが全て通過するまで実装を行う。テストが無事通過した時点が実装の終了となる。

以上のように、VBUnitを利用した開発では、インターフェイスを決定し、テストを書き、実装を行うといった手順で作業を行う。しかし、一度に全てのテストを書くのではなく、少しテストを書き、少し実装を行うといった手順が有効である。最初から複雑なテストを作成することは望ましくない。複雑なテストは、作成に工数が掛かってしまうこと、問題解決に時間が掛かってしまうことなどの問題がある。最初に単機能のテストから記述する。

第２章　テストサンプル

2 単純なクラスのテストサンプル

例えば、以下のような、足し算と引き算を行うクラスを作成する場合の手順は以下のとおりである。
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2.1 コンポーネント構造

最終的に作成するコンポーネント（ActiveX.DLLなど）の構成は、以下のとおりである。
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クラス構造

最終的なクラス構造は以下のとおりである。

[image: image4.wmf]CalcTestSuite

<<Class>>

新規に作成するクラス群

ISuite

<<Interface>>

Suite() : ITest

RunVBUnitTest

<<Module>>

main()

TestRunner

<<Class>>

TestCount : Long

Run()

AddSuite()

SelectTest()

ITest

<<Interface>>

CountTestCases()

Run()

0..*

1

0..*

1

TestSuite

SuiteName : String

AddTest()

AddFixture()

<<Class>>

0..1

0..*

0..1

0..*

IFixture

<<Interface>>

Setup()

TearDown()

IAssert

<<Interface>>

TraceMessage : String

Assert()

AssertEqualsString()

AssertEqualsLong()

AssertEqualsDouble()

AssertEqualsVariant()

Trace()

ClearTrace()

FixtureFrame

AddFixture()

<<Class>>

CalcTestFixture

<<Class>>

Reflector

<<Class>>


クラスの作成

ActiveXタイプの新規プロジェクトを作成する。ここではプロジェクト名を「OSKCalculator」として、クラス名を「CalculatorCp」とする。次に、Pulbicメソッドを定義する。メソッドの実装は、まだ行わない。

1: Option Explicit

'----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+

2: ' @機能詳細　　　 ： 足し算を行う

3: ' @備考　　　　　 ：

4: '  履歴　　　　　 ： 2001/03/16 - 小井土 亨 設計/作成

5: Public Function Add(ByVal Val1 As Long, ByVal Val2 As Long) As Long

6: End Function

'----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+

7: ' @機能詳細　　　 ： 引き算を行う

8: ' @備考　　　　　 ：

9: '  履歴　　　　　 ： 2001/03/16 - 小井土 亨 設計/作成

10: Public Function Subtract(ByVal Val1 As Long, ByVal Val2 As Long) As Long

11: End Function
2.2 テスト用クラスの実装

ActiveXタイプの新規プロジェクトを作成する。ここではプロジェクト名を「OSKCalculatorTestCase」とする。まず、テストするコンポーネントやフレームワークに対して参照設定を行う。ここでは「OSKCalculator」と「VBUnit-Test Runner GUI」と「VBUnit-Unit Test Framework」を設定する。次に、テストの組であるTestSuiteクラスを作成する。作成する手順は以下のとおりである。

1 TestSuiteクラスを作成する。

テストの組であるTestSuiteクラスを作成する。ここでは、クラス名を「CalcTestSuite」とする。

2 ISuiteインターフェイスの実装を宣言する。

「Implements ISuite」と記述して、ISuiteインターフェイスの実装を宣言する。

3 Suiteメソッドを実装する。

ISuiteインターフェイス唯一のメソッドであるSuiteを実装する。このメソッドで処理するものは、以下のとおりである。

· フレームワークが提供するTestSuiteのオブジェクトの作成する

· テストの組に名前を付ける

· 実際のテストを行うクラスのオブジェクトの作成する

· テストの組に、テストのオブジェクトを追加する

このとき複数のテストのオブジェクトを追加することができる。

4 最終的なプログラム

12: Option Explicit

13: Implements ISuite

14: '----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+

15: ' @機能詳細　　　 ： テストの組を作成する

16: ' @備考　　　　　 ：

17: '  履歴　　　　　 ： 2001/03/16 - 小井土 亨 設計/作成

18: Private Function ISuite_Suite() As VBUnit.ITest

    Dim oSuite As New TestSuite

19:     oSuite.SuiteName = "OSKCalculator Test Suite"

20:     'Test Fixture を追加する

21:     Call oSuite.AddFixture(New AddTestCp)

22:     Set ISuite_Suite = oSuite

23: End Function

次に、実際にテストを作成するクラスの実装を行う。作業手順は以下のとおりである。ここでは、足し算のメソッドをテストするクラスを作成する。

5 TestAddクラスを作成する。

足し算用のテストクラスを作成する。ここでは、クラス名を「AddTest」とする。

6 IFixtureインターフェイスの実装を宣言する。

「Implements IFixture」と記述して、IFixtureインターフェイスの実装を宣言する。

7 メンバ変数の定義を行う。

テスト結果を表示するIAssertの参照を保持するためのメンバ変数と、実際に処理を行うOSKCalculatorISuiteのオブジェクトを保持するためのメンバ変数を定義する。

8 前処理の実装を行う。

テストの前処理であるSetupメソッドの実装を行う。このメソッドで処理することは、基本的には以下のとおりである。

· 渡されるAssertオブジェクトの参照を保持する

· テスト対象となるクラスを作成する

9 後処理の実装を行う。

テストの後処理であるTearDownメソッドの実装を行う。このメソッドで処理することは、基本的には確保したオブジェクトの解放である。

· Assertオブジェクトの参照を解放する

· テスト対象となるクラスの参照を解放する

10 テストの実装を行う。

テストを実行するメソッドを実装する。このメソッドの規約は以下のとおりである。

· 必ずTestで開始されるメソッド名とする

· 戻り値や引数はなし

· テストは、メソッドで完結している

メソッドを1つではなく、複数記述することができる。しかし、その複数のメソッド間に呼び出し順序などを仮定することはできない。

テスト結果は、Assertオブジェクトによって判断を行う。

例えば、「１０＋２０＝３０」が正しく動作するかテストする場合は、以下の様にコーディングする。

Call m_Assert.AssertEqualsLong(30, m_Calc.Add(10, 20), "整数同士")

引数の意味は以下のとおり。

· １つ目は、結果として予測した値

· ２つ目は、処理結果の実測値

· ３つ目は、テストを表すメッセージ文字列

11 最終的なプログラム

24: Option Explicit

25: Implements IFixture

26: Private m_Assert As IAssert

27: Private m_Calc As CalculatorCp

28: '----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+

29: ' @機能詳細　　　 ： 前処理

30: ' @備考　　　　　 ：

31: '  履歴　　　　　 ： 2001/03/16 - 小井土 亨 設計/作成

32: Private Sub IFixture_Setup(Assert As VBUnit.IAssert)

33:     Set m_Assert = Assert

34:     Set m_Calc = New CalculatorCp

35: End Sub

'----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+

36: ' @機能詳細　　　 ： 後処理

37: ' @備考　　　　　 ：

38: '  履歴　　　　　 ： 2001/03/16 - 小井土 亨 設計/作成

39: Private Sub IFixture_TearDown()

40:     Set m_Assert = Nothing

41:     Set m_Calc = Nothing

42: End Sub

43: '----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+

44: ' @機能詳細　　　 ： 実際のテストを行う

45: ' @備考　　　　　 ：

46: '  履歴　　　　　 ： 2001/03/16 - 小井土 亨 設計/作成

47: Public Sub TestAdd1()

48:     Call m_Assert.Trace("足し算のテスト")

49:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(30, m_Calc.Add(10, 20), "整数同士")

50:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(10, m_Calc.Add(10, 0), "整数と０")

51:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(20, m_Calc.Add(0, 20), "０と整数")

52:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(0, m_Calc.Add(0, 0), "０と０")

53:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(-30, m_Calc.Add(-10, -20), "マイナス同士")

54:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(-10, m_Calc.Add(10, -20), "整数とマイナス")

55:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(10, m_Calc.Add(-10, 20), "マイナスと整数")

56:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(-10, m_Calc.Add(-10, 0), "マイナスと０")

57:     Call m_Assert.AssertEqualsLong(-20, m_Calc.Add(0, -20), "０とマイナス")

58: End Sub

2.3 テストRunnerを作成する

標準のＥＸＥタイプの新規プロジェクトを作成する。このＥＸＥはテストを走らせるためのものである。フォームは必要ないので、標準モジュールが1つだけのプロジェクトとする。ここではプロジェクト名を「RunVBUnitCalculator」として作成し、オブジェクト名「modMain」とする。

作業手順は以下のとおりとなる。

1 VBUnitのフレームワークの参照設定を行う。

参照設定画面を開き、「VBUnit-Test Runner GUI」と「VBUnit-Unit Test Framework」を設定する。

2 プログラムの作成を行う。

プログラムは以下の処理を行う。

· テストの実行及びテスト結果を表示するTestRunnerのオブジェクトを作成する。

· 次に実際にテストを行うテストの組のオブジェクトを作成する。
ここでは、「OSKCalculatorTestCase.CalculatorTestSuite」をCreateObjectで作成している。

· テストの実行オブジェクトに作成したテストの組のオブジェクトを追加する。

· テストの実行を依頼する。
Call oTestRunner.Run(True, True)
１つ目の引数は、結果を表示するダイアログボックスをモーダルで表示するのか/モードレスで表示するのかを指定する
２つ目の引数は、テストを起動とともに自動で実行するのかを指定する

59: Option Explicit

60: '----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+

61: ' @機能詳細　　　 ： テスト実行用を行う

62: ' @備考　　　　　 ：

63: '  履歴　　　　　 ： 2001/03/16 - 小井土 亨 設計/作成

Public Sub Main()

64:     Dim oTestRunner As New TestRunner

65:     Dim oClient As ISuite

66:     Set oClient = CreateObject("OSKCalculatorTestCase.CalcTestSuite")

67:     Call oTestRunner.AddSuite(oClient)

68:     Call oTestRunner.Run(True, False)

69: End Sub

2.4 テストを実行する

作成した２つのプロジェクトを同時に開き、テストRunnerをスタートアップとして設定する。

実行を行うと以下のようなテスト結果が表示される。実行エラーは、コンポーネントの実装がされていないための発生しているが、返り値が必ず０である為、「０＋０」のテストケースだけは、テストとしては正しく動作していることになっている。
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2.5 デバッグする

通常のVBによるデバッグと同じ方法でデバッグできるが、フレームワークの２つ（VBUnitとTestRunner）と作成した２つのプロジェクトを読み込んだ状態でデバッグする必要がある。

3 複合テストサンプル

テストの組をテストの組に含めることができる。テストの組の実装で、他のテストの組を追加することで、複雑なテストを作成することができる。実装の手順は以下のとおり。

1 他のテストの組のオブジェクトを作成する。

2 作成した他のテストの組のオブジェクトからISuiteのインターフェイスを得る。

3 AddTestメソッドで、オブジェクトを追加する。

プログラムは、以下のようになる。

70: Option Explicit

71: Implements ISuite

'----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+

72: ' @機能詳細　　　 ： テストの組を作成する

73: ' @備考　　　　　 ：

74: '  履歴　　　　　 ： 2001/03/16 - 小井土 亨 設計/作成

75: Private Function ISuite_Suite() As VBUnit.ITest

76:     Dim oSuite As New TestSuite

77:     Dim pSuite As ISuite

    Dim oSuite2 As New CalcTestSuite2

78:     oSuite.SuiteName = "OSKCalculator Test Suite"

79:     Set pSuite = oSuite2

80:     'Test Fixture を追加する

81:     Call oSuite.AddFixture(New AddTest)

82:     'Test を追加する

83:     Call oSuite.AddTest(pSuite.Suite)

84:     Set ISuite_Suite = oSuite

85: End Function

第３章　VBUnitリファレンス

4 インターフェイス

4.1 IAssert
4.1.1 概要

エラー通知インターフェイスである。
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4.1.2 プロパティ

1 TraceMessage

結果表示用のメッセージ

4.1.3 メソッド

1 Assert

処理結果をチェックする。

【引数】

[入力]Condition

処理結果の状態。真(True)なら正常終了。

[入力]Message

エラー発生時に表示するメッセージ

【戻り値】

なし

【説明】

処理結果をチェックする。処理結果が真（True）ならそのまま処理成功としてメッセージは表示されない。もし、偽（False）の場合は、エラーメッセージが表示される。

2 AssertEqualString

文字列型の処理結果をチェックする。

【引数】

[入力] Expected
処理結果の予測値。

 [入力] Actual
処理結果の実測値。

 [入力]Message

エラー発生時に表示するメッセージ

【戻り値】

なし

【説明】

処理結果をチェックする。処理結果の予測値と実測値が等しい場合は、処理成功としてメッセージは表示されない。もし、等しくない場合は、エラーメッセージが表示される。

AssertEqualsLong
Long型の処理結果をチェックする。

【引数】

[入力] Expected
処理結果の予測値。

 [入力] Actual
処理結果の実測値。

 [入力]Message

エラー発生時に表示するメッセージ

【戻り値】

なし

【説明】

処理結果をチェックする。処理結果の予測値と実測値が等しい場合は、処理成功としてメッセージは表示されない。もし、等しくない場合は、エラーメッセージが表示される。

3 AssertEqualsVariant
Varinat型の処理結果をチェックする。

【引数】

[入力] Expected
処理結果の予測値。

 [入力] Actual
処理結果の実測値。

 [入力]Message

エラー発生時に表示するメッセージ

【戻り値】

なし

【説明】

処理結果をチェックする。処理結果の予測値と実測値が等しい場合は、処理成功としてメッセージは表示されない。もし、等しくない場合は、エラーメッセージが表示される。

4 AssertEqualsDouble
Double型の処理結果をチェックする。

【引数】

[入力] Expected
処理結果の予測値。

[入力] Actual
処理結果の実測値。

[入力] Delta
有効範囲の値。

[入力]Message

エラー発生時に表示するメッセージ

【戻り値】

なし

【説明】

処理結果をチェックする。処理結果の予測値と実測値の差が有効範囲より小さい場合は、処理成功としてメッセージは表示されない。もし、有効範囲を越えている場合は、エラーメッセージが表示される。

5 Trace
トレースメッセージの設定を行う。

【引数】

[入力] Message
トレースメッセージ。

【戻り値】

なし

【説明】

エラーが発生したときに、表示されるトレースメッセージを表示する。

6 ClearTrace
トレースメッセージをクリアする。

【引数】

なし

【戻り値】

なし

4.2 ITest

4.2.1 概要

テストのインターフェイスである。

[image: image7.wmf]ITest

Name : String

CountTestCases() : Integer

Run(Result : TestResult) : TestResult

<<Interface>>


4.2.2 プロパティ

1 Name

テストの名前

4.2.3 メソッド

1 CountTestCases
テストケースの数を得る。

【引数】

なし

【戻り値】

テストケースの数

2 Run
テストを実行する。

【引数】

[入力] Result
テスト結果。

【戻り値】

テスト結果

【説明】

テストを実行する。

4.3 ISuite
4.3.1 概要

テスト組のインターフェイスである。

[image: image8.wmf]ISuite

Suite() : ITest

<<Interface>>


4.3.2 プロパティ

なし

4.3.3 メソッド

1 Suite
テストの組の情報をもったオブジェクトを返す。

【引数】

なし

【戻り値】

このテストの組の情報を持ったオブジェクトを返す。ITestインターフェイスを持ったオブジェクトを返す。

4.4 IFixture
4.4.1 概要

テスト部品のインターフェイスである。

[image: image9.wmf]IFixture

Setup(Assert : IAssert)

TearDown()

<<Interface>>


4.4.2 プロパティ

1 Name

テストの部品名

4.4.3 メソッド

1 Setup
テストの前処理を行う。

【引数】

[入力] Assert

エラー通知用のオブジェクト。

【戻り値】

なし

【説明】

テスト行う前の前処理を行う。フレームワークから渡されたAssertオブジェクトは、保持する必要がある。

2 TearDown

テストの後処理を行う。

【引数】

なし

【戻り値】

なし

【説明】

テスト後の後処理を行う。保持しているオブジェクトの解放などを行う。

VBUnit利用ガイド 公開版
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� � HYPERLINK "http://www.junit.org" ��www.junit.org�から入手が可能である
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